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年度  
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（件〕  

研究漂僧名  研究事業   研究者代表者氏    書門地・学術的観点からの成果   
名  名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

全国市町村における循環器救急施設の  厚生労働省死亡調査による循環器疾患  
調査と循環器疾患死亡率調査から、書 門施設が少なく搬送時間が長く、死亡率  死亡率鵠査データの活用を2次利用申  

言責を行い、有効活用した。具体的には、  
が高い地域を明らかにし、その対策とし  
てモバイル・テレメディシン・システムを  全国市町村における循環器牧急施設の  

調査と死亡率から、循環器疾患の紋急  
急性心筋棟塞症と脳   循環蕃疾患   全教急車両に搭載し、救急手と受入れ   

期診療体制の構築に  19  21    野々木 宏  へのアンケ 
関する研究  研究  あることが判明したため．啓発用′くンフ レットを作成した。更にITを活用したモ パイルテレメディシンにより 長く、死亡率が高い地域が存在し、地域  

、治療開始 時間の連れを改善することが可能であ  
の特性を検討して致命対策対策を講じ  
る必要があることを明らかにした。この  

り、広域医療圏への活用を捷言した。   結果は、医療の均てん化や限られた医  
療資源を有効活用するための政策医療  

店した。  の展開に資すると考えられる。   

生活習慣病の予防は、メタポリツクシン  
ドロームのドミノ倒し、いわゆるメタポリツ  
ウ・ドミノの上流を制御することだと考え  

循環器疾患  られている。メタポリツケ・ドミノの上流に  
印控保健と全身のQ   は肥満があるが、その上流に歯の健康   

健康長寿のための歯周病予防、朝日新  
新健康フロンティア戦略の重点項目の   間：平成22年5月30日朝刊メタポリツ   

19  21   等生活習Ⅶ  花田 信弘  手法で明らかにした。歯の健康と栄養学  
20  27  39  0  61  29  0  0  0   

研究  の関連を示した研究は少なく、本研究に  蘭：平成22年6月4日朝刊   

より多くの国際論文が発漬されたことに  
より、この分野でのエビデンスの寛が向  
上した。   いう視点で再整理する必要がある。  

国内外の事例を体系的、網羅的に収  
★、評価、整理したことにより、健康づく  
リ及び生活習慣病予防、特に肥満予防  

本データベースは、内閣府が作成する  
食青を通じた健康づく  循環器疾患  「食青白書」で取り上げられるとともに、  

リ及び生活習慣病予 防陥時に棚する研究  19  21   等生活習≠ 痛対策総合  荒井裕介     に向けた「食書」活動のための事例及び エビデンスを、全書を美威する管理栄養   厚生労働省補助事案の報告にも活用さ   

研究  士等の専門家に継餞的に提供でき、予  れている。   雑誌「公衆衛生情報」において座腎炎会を   
防を1祝した効果的な健康づくりの国民  

実施した。   

運動の展開に寄与することができた。   

糖尿病診療均てん化  愚者登録の進捗、現時点でのエビデン  
のための脾的診療  スを収■して病期・病態別の『糖尿病診  
マニュアル作成とそ  療マニュアル』について、まず「かかりつ  

該当せず。   0  0  0  0  2    0  0  0   

イドラインを実用化す  向けの『糖尿病診療マニュアル』の作成  の有効性の検証－ガ   

るためのシステム・体  を行い、公表するなど、大いに成果を挙  
制整備の視点から   げた。   
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研究課姓名  名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
名   

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  
得   

3課糎とも研究が姓練中であるため、公 について 
関可能な事項取払する。課麺 1は29駒が 

人登録され、主に樽域にお ける糖尿病発症ハイリスク者の糖尿病  
発症率等の基礎的データが得られてい  

平成之1年了月30日（木）KDDlホール（東  

京、大手町〉において、公開シンポジウ  
ム「糖尿病の克服へ向けての対策と課  

該当せず。  惣一わが国の糖尿病対策と『糖尿病予  糖尿病予防のための 勒略研究  ＃＃＃  21  糖尿病載略 等研究  財団法人国際協 力医学研究振興 財団       る。課題2は、†585人が登録されたパイ ロット研究において、地域の医師会を フィールドとし、医師の診療の貫に介入  防のための戦時研究』－」を開催した。  
する研究が可能であることを示した。課  
題3は254三人が登録され、大書な制作  

なお、全国紙をはじめ、マスコミに取り上  

用なく血糖・脂質・血圧をハイレベルにコ  げられた機会は枚挙にいとまがない。   

ントロール可能であることを示せてい  
る。   

ル可能であることを示せている。   

障書者ケアマネジメントは、現在、国が  障害者ケアマネジメントが請書者自立 支援法において制度化されたが 

障害者ケアマネジメ  
ントのモニタリングお  、その 実態を把握する手法は開発されていな い 
の方法論に関する研  よぴプログラム評価   

フィデリティ尺度を開発した。この尺度を 活用することによって 
究   、書門的・学術的 に障害者ケアマネジメントの実態を把鷹  

することが可能とな？た。   することも可能である。  た。したがって、ケマネジメントの標準化 れと 
が図らた思料する。   

身体障害者福祉法の障害等級は機能  
障奪の重症度を掛としており、陣書を  

身体障害者偏祉法に  医学モデルで捉えた体系である。時事 のえ方が学モデルからモデル  
おける今後の薄暑認 のありかたにす  
定関  祉総合研究   

た。   
てい、の 関係する知見を整理することができた。   

る研究   に発展する中で、当事者のニーズの判 定に役立つ陣書等級に再構成するため  催した。   
の基盤となる†蕾報を整理することができ  
た。   

物寅傭存症や人格陣書、軽症のうつ扶  精神科医療資源は2次医療圏をもとにし  
態などの非精神病性精神降雪患者に対  た評価は困難で、医療計画のもとに各  
する地域ケアを含む治療システムを捷  都道府県で評価されるべきであることを  

案した。日本ではデータが少ない病的 ギヤンプリングの実態を明らかにし、治 療や社会支援システムを捷言した 

精神障書者の地域ケ アの促進に関する研 究  19  21  障害保健相 祉総合研究  吉岡 等       。高 齢ア症調査結果は、急増する高齢ア症 実態を明らかにするとともに、その対策  の基礎資料を提供した 
。常習飲酒運転  その短縮版を作成し、検討の結果、十分 な妥当性があることを明らかにした。  

音調圭は、飲酒運転対優に対して極め  準が出来たがそれは現場では役に立た  
て玉章な基礎資料を捷供した。ジスル  ず，二次救急医療機闇との連携をさらに  
フィラムRCTは、ジスルフィラムのわが  密にする新たな仕組みが必要であること  
国初めての治療エビデンスを捷供した。   を明らかにした。   
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研究課漁名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

特に社会的引きこもりの状閻＝あった書  
年期発達障害者に訓練所内の個人ス  

青年期発達障害者の円滑な地域生活  
移行を支援する地域モデルとして福祉、  
医療、就労支援機関連携等による所沢  青年期発達障害者支援の選択肢として，  策46回日本リハビリテーション医学会竿   

青年期発達確書の円   
田  21  障害保健相 祉総合研究  深津玲子  

援についての研究  し。、ユ を目指す上の基盤となるエビデンスとな  対する自立訓練および就労移行支援に  
なかで福祉サービスを利用しての、発達  る。   ついて発表した。   
障害成人の地域生活移行支援につい  
て、1つのモデルを捷唱した。   遺の望ましい変化が得られた点は今後  

青年期発達陣書肴への支援手法を開発  
する上で意義は大きい。  

PO【】の人々への長期的視点にたった支  

PDD者の主観的な長期予後の向上に  
施策として、知的障害の有無にかかわら  

は、言語や知能の水準にかかわらず、  
ず早期からのPDDの子どもと家族への  

ライフステージに応じ  
た広汎性発達障青春  早期診断、早期支援と支援の継績、両  支緩という枠組みは、PDDの人々への 支援を長期的観点から効果をあIずるた  

に対する支援のあり   親の書児協力などの支援が重要であ  援護局障害保健福祉部精神・障害保健   

19  21  障害保健相 杜絶合研究  神尾 陽子  捷の有効性と適応の  
評価および臨床家の  ♯がある。また、女性症例は頻度が少  要である。場面不安が強いPDD児では、  徴や支援のポイントなどについて、研究   
ためのガイドライン作  が00Lや生活適応の観点から男性症  以降にひき‾もリヘ移行する一群の存  て報告する。   も、症状は軽度でも00Lや生活適応の  リ 今年度に各地で研究成果にもとづく  

成  例よりも深刻な場合もあり、t過できな  

いことがわかり、今後性差を考慮した研  
か合、のひ こもり対策や育児支轢の整備の隈には  

究をすすめることが必要と考えられる。   
PD【〕的認知特性のある対象を想定した  

スメントが重要である。  
アプローチが含まれる必要がある。   

本研究において実施した義肢、装具、座  

DEAの手法による限界乗用の推定手法  本研究で特に2年次（平成21年度）にお  

は、「限界貪用価格形成原理」に基づき  こなった人件費・素材費調査は、今後の  
社会的にのぞましい責願配分を実現し、  

経済学的手法による   20  21  庫書保健相 祉総合研究  井上 剛伸     かつ幾肢等製作事業者に妥当な水準 の利益をあたえる価格設定を行ううえで  隷臓・装具・座位保持層雲が今後も舗装 具として供給されていくために、製作書 業者がつづけて補装具供給を行えるよ    義肢等の比較的間隔が短いなかで手業 者への調査回答魚層を抑えつつ価格改 定を行ううえでのモデルになることが考  の改定の際、人件費の想定単価（時給） や素材費の規定額の引き上げ検討の参 考とされた。また調査結果を基に完成用  
部品供給亭凛着から義肢等製作事凛者  

しどのように価格を設定するべきかにつ  への販売価（すわち 
いても検討をおこなった。   格な、部品登録・変 車中済時の申請価格）を平成21年座以  

陣公表することになった。   

専門的・学術的横点からの成果は．国  

際生活機能分短（ICF）を参考に．精神障 書者が社会で生活する能力を測定でき  

精神陣書肴の生活機  
なし   なし   0  0  0  0    2  0  0  0   能と社会参加の促進 に関する研究  19  21  随喜保健相 祉総合研究  驚藤深雪     る生活機能評価尺度を開発したことで ある。この尺度は．自己評価式で肯定 的視点から社会で生活する能力を評価  する点が特徴である。課鰭や行為の個  

人による連行する能力と，生活・人生壌  

面への関わる能力をみるものである。   
の成果である。   
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特  
年度  原書論文  

（件）  

研究課頒名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的嶺点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
沸l鴇  和 文  英 文  
姶了  等   

得   

これまでに生物学的なアプローチで臨ま  
本研究で開発した人工感覚上皮は、実  

れてきた内耳有毛細胞再生を最近のナ ノテクノロジ 用出来る段階ではないが、起電力の増  
ーを応用して朋党しようとし た人工感覚上皮の新規性は高く、理論  加や電極の改良によるt気刺激効車の  
的なモデルを最終的には生体動物モデ  改善などの同地をケ」アすれば、実用化  
ルで実証した点が高く評価できると考え  への目処はたち、企業の参画が期待で  

ナノテクノロジー、再  米の研究者にとっては．ナノテクノロジー  

生医学を融合した人 工内耳。人工蟻牛の 開発  19  21  感覚蕃障毒 研究  伊藤義一        る。また、開発すべきデ′くイスの仕様決 定のために行った数値モデルによる鯛 牛基底板振動解析により、蝿牛内への  0  0  33  21  0  0  0   

デバイス挿入が与える影♯のみなら  展が期待でき、本邦、完全オリジナル な聴覚デ′くイス晩発が期待できる。感音  
ず、定量的な有毛郷地喪失が与える影  
tを評価でき、1列の外有毛細胞喪失  難聴が最も多い身体陣書のひとつであ り、今後の高齢化社会の進行を考慮す  
のみで媚牛基底板振動が著しくlヰ書さ  れば、国民福祉など行政に与える影響  

せることが分かったことの学術的価傭は  は大乱lと考える。   想lま、多くの内耳研究者にとってインパ  

大きい。   
クトが大きなものであった。   

オカルト★班症の病態全容解明のた め、★放熱局所ERGを用いた家系潔査  
プロジェクトを開始しこれまでに明確でな  
かった本疾患の特徴を明らかにすること  
ができた。サル網膜を用いた実験に閲し  
ては、一連の実験により、網膜内因性信  

特になし   4  64  22  4  99  52  21  0  0   ★斑卸疾患診断のた めの客観的網騒機能 評価法の確立  19  21  感覚書障電 研究  角田和繁        号についての信号起源を、早い反応、 遅い反応に分け、それぞれ外層、およぴ 内層を起源とする散乱変化や血流変化 などが起源であることが明らかにされ  
た。健常ヒト被験者に関しては、ML錐  

体郷地のブリーチング反応は「S桐PShot imさかg」による方法を開発することで 

、 極めて簡便となった 
。   

本研究では中途視覚障青春のニーズ  
から、4‡l類の文字入力システム、すな  本研究は、ICFにおける個人園子と環  
わち、点字タイプライター式、手書き入  娩因子の調整による中途視覚情害者の  
力式の文字入力システムと、鍼灸等外   「活動」の向上、「社会参加」の促進を企  21年9月26日に開催された第18回視覚   

中・高齢層中途視覚   東予診票入力システム、鍼灸等施術録  の結果、自立訓練や専門的知識の習得  回している。本研究で開発される4檀類  辞書リハビリテーション研究発表大会で   
降着肴の自立・学習・  入力システムを開発している。これらの  を要する学晋場面での書記行動を促進  の文字入力システムによって、従来の方  ワークショップを開催したところ、2010年   

法では訓練効果の見込めないケースに  3月13日に徳島市で開催された視覚障   
21  21  感覚署雑書  伊藤和之  l  0  0  0  4  0  0  0  2  

と有効性の実証に閑  てノーテ久ローテク、ハイテクを結  並びに施術錨の文字認識と音声化に成  其されるため．中途視覚障害者個々の  された。ここでのワークショップの操子と   

する研究  ぶ、いわゆる支援技術（AT）に系統的な  功し、就労場面における2種穎の文字入  ニーズに見合う細やかな訓練プログラム  インタビューが翌日の徳島新日和二紹介さ  
道筋ができると考えられる。たとえば、  が提供可能となる。したがって、訓練効  
点字盤．点字タイプライター、点字タイプ  果の底上げと訓練コストの引き下げへ  
ライター式文字入力システム、PCという  の貢献が期待される。   
系統が形成される。   との仮説を得た。  

平成19年4月2日付け厚生労働省医政  

小規模の医療施設での組織、人材、滅 菌・消暮、サーベイランス等の感染対策 の実態が明らかになった 
。分子疫学嶺  にについて医での取 組の徹底）の技術面の支援をした。院内  

査から、これまで王点的に監視対策を 実施してきた多剤耐性緑膿菌に加え  
医療機関lニおける感  

染症伝播に関する研 究  19  21  新型インフ ルエンザ等 新興・再興 感染症研究  切替 晴雄       て，2刺耐性線鰻茜の監視及び感染防 止が必要であることを明らかにした。医  
療施艶こおける高病原性クロストリジウ ム・子†フィシルによる症例を日本で初 めて同定した。新興感染症に対応した  
滅菌・消毒法を明らかにした。   

とめた。   
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原著論文  
（件）  

研究課類名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

聞l緯  
名  

始丁  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   顧 取  
待   

侵襲性壬症感染症由来のP溶血性レン サ球菌および肺炎球菌を全国規模で約  重症細菌感染症の原因となるβ溶血性  
1．0（氾株収集し．病原性に関わる遺伝子  レンサ球菌．あるいは肺炎球菌等を網  
の分子疫学解析を行った。成果は英文  羅的にしかも迅速に検出するPCR法を  

新規に先生している  
活動のため，日本感染症学会・日本化  

レンサ球菌による劇  新型インフ  
症型感染症の臨床  

診断・治療法に関す  的・細菌学的解析と、   明らかにすることができた∴雷た，ヒト壬 症疾患に近似した動物モデルを構築で  

る研究   き．その成果を発表することができた。ヒ  が可能となる。診断精度を向上させるこ とができると同時に，最も適正な抗菌某  
ト由来レンサ球菌のうち．近年急速に増  療法が可能となり．入院期間を短慮させ  

加しているSDSEの全ゲノム解析を完了  ることができる。結果として，医療資性滅  

し，その病原因子解析をするための土  に結びつけることができる。   現在，3カ年の研究成果をホームページ  
台が構鼓できた。   が多いことを明らかにした。   上で公開すべく準備中である。   

防疫上緊急を暮するウイルス性出血熱  ウイルス性出血熱の病原遺億子診断法  

防疫上緊急を要する  等に対する病原体診断法の確立のた  は、GHSAGのワークショップ（カナダ）で  

ウイルス性出血熱等  新型インフ  め、対たウイルスの遺伝子検出法、抗  のEOAで評価された。テクンケニア熱の  
原検出法、抗体検出法がかなり整備さ   診断法はEUの輸入ウイルス感染症診  闇米出血熱の診断法の開発に関して、   

に対する病原体診断  19  21   ル工ンザ等  森川 茂  
治療法の開発に蘭す  感染症研究  対応可能な遺伝子検出法にも誉しい進  れらにより実験室診断法の有用性が確  

る研究  展が見られた。また、対象とする多くの  認された。テクンケニア熱軽い患者の美  
出血熱ウイルス等で予防法・治療法に  験室診断tこより、日本での輸入症例15  
つながる基礎的な成果が得られた。   例が診断きれた。   

リスクコミュニケーションの媒体として、  
心理学を背書としたゲーミング・シミュ  研究されたツールのうちエイズ予防・薪  

カードゲーム5つとボードゲームZつが  型インフルエンザの2つのテーマに対し  
レーションを利用した開発が可能である ことが明らかとなった。その結果、パンフ  てカルテットゲームとクロスロードゲーム  

感染症への国民啓発  新型インフ  
に効果的なリスクコ   

19  21   ルエンザ等  丸井英ニ  レットやポスターとは異なる新たな媒体 として、カードゲームやボードゲームが   
と教責方法に関する  感染症研究  利用できた。これらによって、什報弱者 に対するリスクコミュニケーションの可能  苧未来館）「大草サイエンスフェスタ（北  

研究  性が示唆された。また知鍾量が増えると  海道大字）」（日本科学博物館）において  

ともに正確に習得できることが明らかと  ある。カードゲームは（財）日本公衆栢  イベントにおいて主として子どもに対して  

なった。また新聞報道分析によって情報  
生協会から発行となった。   感染症の普及啓発として、カードゲーム  

捷供の問漁点が抽出された。   
及びボードゲームが利用された。   

H5Nl－ARDS死亡例にて、肺胞上皮紳  インフルエン‾坑AH卜卯hの迅速診断  
地内A型インフルエンザウイルス焙染例   キットの鴎床治験において臨床データを  20年12月27日一21年1月3日「新型インフ   
を報告（世界2例日の旺明）。H5NT－  い事を証明。H5NトARDSでは血中白血  供出、市販化承認申請中。日本から  ルエンザの対策は？j週間東洋経済  
ARDSは他の肺内要田の壬症ARDSと興  球数及び血小板数の有意な減少、血清  AHlr）dmウイルス血症の危険性指摘あ  pl15・20年12月18日読売新聞「備える 

インフルエンザ（H5N   新型インフ   なる臨床経過を示し、高い死亡率を示  トランスアミナーゼ確（AST．Aし丁）の非特  り（EID2010こ16：722－3）、社会不安軽減  新型インフルエンザ＝家庭で子供に串   

1）の死因となる劇症  す事を転明（死亡率801）。ARDS急性期  異的上昇も認めた。ベトナムにおける小  のため、王症例のAHI叩dm感染で、血  前教員」・20年10月28日朝日新聞「新型   
19  21    河内 正治  86    8  40  109  29  4  12  0  

と治療法の開発に関  感染症研究  上井。AHl－Pdrn重症死亡例の病理所見  し、安全でベトナム国で投与可能な杭炎  に報告。AHトpdm感染例の重症死亡例  済新即、読売新聞、毎日新聞、20年7月   

する研究  で、H5NトARDSとの類似性を指摘。擁  症療法である大王ガンマグロブリン療法  にて、肺組織の病理所見が高病原性ト  3日NHK－1V「夜7時のニュース」：新型イ  
繊的損傷モデル（Ⅵuモデルマウス〉及  （tota12g几g）を行なった。効果について  リインフルエンザとよく似たARDSである  ンフルエンザ対策のシミュレーション・21  

び化学的損傷モデル（LPSモデルマウ  ま2例中3例生存と良好な感触であった  睾を、早期から本省に提言。また医師、  年10月20日朝7：00－7：30「カラダのキモ  
ス）にて病理所見上硝子膜が存在する  一般市民等への講演活動（葉山市、東  
DADを確臥ARDSモデルとして完成．   京都、他）。   
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Ⅸ二．■・▼  

（件〉  

研究課惣名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的葡点からの成果   その他のイン′くクト  出  

開終  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

ウレアーゼ欠損BCGにHSP70－MMP－1Ⅰ  
連結遺伝子を導入したBCGは、非常こ  
強く未惑作CD4陽性丁細胞及びCD8陽性  新規発症紡績棲息者の10％に鳩尾病  

抗酸菌感染症の発   新型インフ  T蕃¢胞を活性化し細胞偽書性丁細胞を産   
症・診断・治療・斬世  マスコミで取り上げられたことはない。公   

19  21   ルエンザ等 新興・再興  

分子機構に関する研  感染症研究   刺した。結核菌由来抗原刺激により活  菌症の遺伝子診断用及び新規治療用  基準の改正について、アメリカ胸部疾患  ロールすると肺結核が軽症化した。結核  譲を広くオープンにして行った。   
究  性化される新規転写因子としてTAF7を  の治療に際し、血糖値のコントロールが  

新たに同定した。TAF7を選択的に活性  重要であることを示した。   
化する抗原がワクチンとして有用と考え  
られた。   

着実に増加する日本国内在留外国人 の悟性寄生虫感染症羅愚案態は明ら  
かではなかった現状を打破し、一般健  

診実施をベースとして初めてその実態を 明らかにした。特に国内に存在したこと  とえら。外  
が舞い感染症に関しては専門斉でも知  
註が乏しいことから、専門的知見が得ら  な恐れを抱くとしたならば、それは無知  

忘性寄生虫感染症の 侵入監視及びその確 匪管理体制の確立  19  21  新型インフ ルエンザ等 新興・再興 感染症研究  苫平 靖         れたことにより学術的l娘心も高まって行 くことが期待される。対＃の火事として  見られ財政的支援が得られないことが  
多かった本研究分野の基盤研究も、新  

嶺点から教育講演会を3度開催し、医療  
規迅速診断キットの開発や新規免疫療 法の開発によって国内でも適切な対応  

が選択態勢へと変わって行く可能性が 高まった。   

以前の研究班からの活動を引き継ぎ、  
日和見感染症の原因菌として王重な  輸入真菌症の国内発生動向調査を研究  

研究班活動を通じて真菌症原匪菌とな  
深在性真南症と輸入  
丈菌症に関する新し  新型インフ  る3檀の新性徴生物を記載することがで きた 

い検査法と杭土歯糞  の開発、並びに病原 因子の解明に向けた  
感染症研究   ポストゲノムの基盤  

的研究   研究瀾では王菌症の病原因子解明とし て、クリプトコックス眞のNKT細胞思慮機 楕の解明や樹状細胞活性化機構の解 明に向けた成果がえられた 
。  のい、こ 暮菌症の迅速診斬．原因菌診断に未詳  らず海外安全†書報など広報活動を通じ  

できる成果が発表された。   て広く日本人海外旅行者，出張者の健  
康管理に活用できる成果がえられた。   

ブルセラ症、野兎病、0熱、  
CαYn¢bactoパリ河UIcorans等国内での  

動物由来感染應の生  新型インフ  発生が稀ではあるがその存在が知られ  今後の動物由来感染症対策を請じる上  
よるリスク！平価等lこ  新興・再興  賠学的アプローチた   なし  で必要となる科学的根拠が集積しつつ  2  15  17  0  25  0  0  0  0   

関する研究   感染症研究   にした。イヌにおける狂犬病診断に必要  
ある。   

な技術を習得するための教材としてイヌ  
の頭部解剖モデルを開発した。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

帆終  
名  

和  
始了  文   

得   

日本における蚊媒介性感染症の発症例  
マラリア∴西ナイル軌デング熱等の奴  は、諸外国での感染に起因する輸入症  

媒介性の再興感染症は世界的に大きな  例に限られているが、人々の活動がグ  
ローバル化した現在、病原体を保有した  

脅威となっているにも関わらず、媒介蚊 への等温遺伝子増幅法の応用開発は  
遺伝子増幡RPA法  

国内外でも例が無い状況であった。研  

に基づいた媒介虹に  
おける迅速簡便病原  
体検出法の開発   感染症研究   鮪虫などの媒介敗における検出法開発 を立て観けに報烏し」蚊一匹から阜－  

の病原体検出が可能であること、蛍光 猟師こよるマルチプレックス化の成功な  つ簡便に判定可能であることが明らかと なり．局所的または季節性の蚊媒介性 感染症流行予測等に貢献する可能性を  
ど、他の病原体検出浅開発に大きな影  

症流入に対するリスクマネジメントの必  

響を与える成果を得ることに成功した。   
蔓性提起など、日本を含めた国際保健  
医療に多大な貢献をするものと考えられ  
る。   

げっ歯類をベクターまたは病原巣動物  ダニ媒介性脳炎の流行に関して健康  

とする人猷共通感染症には危険度の高 いものが多数含まれる。ダニ媒介性臓  危険什報通報を捷出した。ダニ媒介性  

炎ノヽンタウイルス感染症、Q熱ノくルト  
脳炎は致死辛が80諷にもおよぷ重篤な  

ネラ感染症．エルシニア感染症．サルモ  
人の脳炎である。1993年に北海道の上  

国内で発生のないべ  新型インフ  ネラ感染症、およぴサル症は、いずれも  
議町（現北斗市上磯地区）でわが国初の  

クター媒介性感染症 の法の  
ダニ媒介性脳炎愚者の発生後、1995年  
に愚者発生地の犬の血液からダニ媒介  2  85  13  2  107  23  0    2   

疫学診断等研  新興・再興  げっ歯矩媒介性の王篤な人軒共通感染 症であり、国内外における汚染地やヒト  
究   感染症研究   における感染状況に関する情報は不足  性脳炎ウイルスが分離された。20年にも  

している。これらの感染症に対して簡便  
同地区の野生Ifっ歯類からウイルスが  
分離されたことから、北斗市上磯地区で  

で高感度な診斬法を開発して疫学調査 を行い、国内における流行状況を明ら  は10年以上にわたって危険度の高いダ  

検出され、血清学的にエルシニア感染  
こ媒介性脳炎ウイルスの流行巣が維持  

かにした。   症であるとの診断が可能であった。   されていることが明らかになった。   

・AFPおよび追加サーーくイランスにより、  

ウイルス感染症の効   新型インフ   エンテロウイルス感染増殖・病原性発現 機構解明の 
37  63  53  3  97  1β  2  4  2   

システムの検討  感染症研究  19  21    清水博之   一環としてエンテロウイル  
宿主受容体PSGL－ほ同定した。  レファレンスセン 廃しん1募除をめざして」作成・配布   

ネットワークを立ち上げた。   

近年、B型肝炎ワクチンに対するエス  

ネイティブ粒子と同様の形態を示す【型  前述の「QandA：E型肝炎」は多くの衝  
肝炎ウイルス様粒子くHEV－LP）の作軌こ  生試験所等、自治体関連機関のホーム  
成功した。ウイルス構造解析等に極め  

中空粒子を用いたウ  新型インフ  19－20年座主任研究者の武田は、  

イルス性肝炎の新し  
い検査・予防法の肌  19  21   ル工ンザ等 新興一再興  鈴木 菅劇  

発  感染症研究  経路などについて新聞取材を受け一般   
により、HEVのゲノムパッケージングな  報告した。人へのHEV感染源を特定す  
どウイルス複製機構の研究が進展する  る上で、野生動物の実態調査が重睾で  
ものと期待される。   は経粘膜投与が非掛こ有効であること  あることを示した。   

を初めて報告した。   
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年度  原著論文  

（件）  

研究課麺名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  回 内  国 隙   願 取  

待   

インフルエンザウイルスの感染自身を  
防御し更に変異ウイルスに対しても効果  平成19年6月30日読売新聞夕刊「インフ  

が高い次世代のワクチンとしての二本  ルエンザ注射より効く「鼻」ワクチン」平  
議RNAアジュバントを用いた線鼻粘陸投  平成20年壊染症の予防及び感染症の  

与型インフルエンザワクチンの有効性を  愚者に対する法律及び検疫法の一部改  
経鼻粘膜授与型イン  新型インフ  マウス、カニクイザルを用いて証明し  正において、本研究の研究成果に基づ  

フルエンザワクチンの  た。高病原性鳥インフルエンザH5Nlの  

臨床効用に関する研  経鼻ワクチンがワクチン株と相同ウイル スに対しては完全な感染阻止を示し して三、新型インフルエンザの感染予  

究   感染症研究   、  

肪対策の重要性にかんがみ、ワクチン  

cl色doの異なるH5Nlウイルスに対して  の給与粘膜投与技術及び細胞培養技  
も交叉防御効果を示した。また季♯性イ  術の開発等を推進すること。が加えられ  

ンフルエンザワクチンの経臭接種により  た。  ルワクチン」平成22年2月23日日経産業  

高病原性鳥インフルエンザH5Nlウイ  
新聞「未知のインフルにも備え」平成20  

ルスによる死亡率を低下させた。   
年12月NHK教育テレビサイエンスゼロ   

耐性誘専実験等により種々の薬剤耐性  
変異を特毒し、耐性HⅣの検出とモニタ リングに還元した。構造解析等により薬  
剤耐性の発現機構を原子レベルで明ら  
かにし，耐性HⅣの迅速予測法を作つ  
た。分子生物学的手法等によりHⅣの増  

薬剤耐性HIVの発生  
なし   なし   139  13    303  69  4  0  0   機序とその制御方法 に関する研究  19  21  エイズ対策 研究  佐藤裕徳        殖騰構を明らかにし、薬剤の開発と改 良、並びに動物モデル構築の指針を示 した 。研究成果をエイズ学会、エイズ間  することで、今後の薬剤の開発と改良の  

連の学術書門誌、エイズ対策研究事業  
の薬剤耐性HⅣの動向調査、および抗  
HⅣ真の適正使用の基礎研究などに捷■  

供することで、広く国内外のエイズ対策 研究に役立てた 
。   

多施設共同無作為割付前向き書式験を二  
HAARTの長期的割  つ検討しーつは有意羞をだすことができ  今回の研究期間において多施設の医師  

作用対策・長期予後  19  21  エイズ対策  田逢着也    たパイロット的な研究も含めて継続的   
る一助となった。   スのある対処法を証明できた。   

行えると考える。   

エイズリンパ瞳の病患解析を行い、特に  
NF－kapp8Bを標的とした治療が有効で  あることを堵葺系とマウスモデルを用い  
て証明した。また、Ebウィルスを用いた  

HAART時代の長期  エイズリンパ腫の発症モデルマウスを樹  
予後を書かす治療抵  立し、エイズリンパ腫発症限止にはCD8  
坑性エイズリンパ軽  平成21年に東京及び熊本で公開シン  

に対する多面的治療  19  21  エイズ対策 研究  岡田 誠治        陽性丁細胞が玉章な働きをすることを示 した 
ポジウム「エイズとエイズリンパ腫治療  

戦時開発に関する研  。更に、高度免疫不全マウスを用い てP血dhlSionlympho の最前線」を開催した。   

究  丹一皿治療マウ スモデルを樹立した。これらのマウスモ  
デルは、今後エイズリンパ腫の痛感解  
析と新たな治療法の開発に有用であ  
る。   
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間終  
名  

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  ・国 内  国 際   麻 取  
得   

AtDS・川∨感染患者の治療に用いられる  
HAARTは、長】柳＝わたる薬物投与を必  

従来AZT誘発ミト⊃ンドリア撫能請書の  平成21年3月16日から18日に横浜（パシ  
原野は、AZT代謝物のうち、AZT川ン酸  フィコ横浜）にて開催された第82回日本  

AZ簡発ミトコンドリ  （AZTMP）であると考えられていたが、本  染理学会年会にてシンポジウムを開催  
ア機能障害に対する 分子治療方法の開発  19  21  エイズ対策 研究  佐藤岳哉     研究結果から、活性化代謝物である AZT2リン酸（AZTDP）とAZT3リン酸  特になし  した。タイトルは、「エイズに対する新規  

活性化体仏ZTDP．AZTTP）であることが  治療薬の先端研究」であり、主任研究者  
（AZTTP）が、AZTMPよりもより強い紳  を含む4名の講演者で2時間のシンポジ  
胞毒性を持つという知見を得た。  ウムを闇値した。   

が有効に肪止するということを見いだし  
た。   

在日外国人はHⅣ／AIDSに対する根強  
いステイグマの中．結果として受検なし っい 
に状態を増悪させる結果となてる。 人のHⅣ／AIDSめるには 
外国対策を進 
、 外国人が受療する際の阻書幸田となっ  王点都道府県を中心に各自治休の担 当看の協力の下 

個別施策層に対する  ている医療象や音詩対応の間煉、入国  

HIV感染予防対策と  19  21  エイズ対策  仲尾 唯泊        管理局による対応の改善が図られる必   

に関する研究  HARRTができるように支援を行ってき   捷供のほか、NGOをふくめた連携強化 がた 

補填事業化」が実現している地組こお いて「医療ケースワークの充実」「NGOと  出来。   
の連携」「出身国の医療への積極的な  

プーリョ（21年11月28日）   

橋渡し」を行うことで一定の改善を確認  
することができた。   

新規HⅣ／A【DS診断症例における薬剤  
耐性HⅣ洪査は、他国の現査に類を見  
ない高い相接宰により本邦における  疫学調査の中でHⅣ一2感染症例5例を  
HIV／〟DS疫学的動向の正確な把握を 実現した 

薬剤耐性HlVの動向   
。その結果、新規川V／AJDS診 にけHⅣのが   

斬症例おる薬剤耐性頻度   海外渡航歴がないことから日本国内で   
8  75  33    300  49  3    0   

に朋する研究  
19  2丁  エイズ対策  杉浦亙  

サブタイプβそして薪胤 
大しているのが日本人のMSMであるこ と等を明らかにした。また高感度検査法  
の開発＆舶226こ導入により．微少集団に  を出した。   
薬剤耐性＝Ⅳが潜んでおり、その頻度が  

高いことを見いだした。   壌で活用されている。   

タイを中心とするメコン】tl経済圏諸国に  
おけるHⅣ感染拡大とアジアにおける性  タイにおけるビザ無し外国籍労働者を対  
産業従事者の移動状況、さらには不法  象とする保健医療システムの構築は、  
（ビザ無し）外国人就労者の流れ、これ  外国籍男御者におけるHⅣ感染リスク疾 の■と 

先進諸国を中心とし   
らのパターンには共通点が見られた。タ  
イではビザ無し外国籍労働者を対象と   患早期発見を可能し、HⅣ感染者数 の減少に一触寄与しているものと考えら  r近年．日中の交流が活発である」こと、 また「CRFO7」】Cは1990年代後半には台   

梅吉己なし  
19  21  エイズ対策  山本 太郎  染リスクとなる疾患の早期発見に努め  0  J  0  0  0  2  0  0  2   

制、対策の分析  てきた。対よ者として外国人を含む積極  
人の20％を中（む   

的な対策プログラムが功を奏し、タイで  めることなをと、に いてもタイが実施した外国籍労働者を対  
は1990年代後半には新規川V感染者数  象とする保健医療制度のヰ入の検討が  
は減少し、現在もその傾向を維持し緩け  必要と思われる。   
ている。   
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関l絶  
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【21年度のHⅣ感染者への調査により、  
フロック拠点病院に次ぐ診療拠点の創  

カウンセリングに対する利用者の主観  
出をめざす中核拠点病院檎憩の実現の  
ためには、中越拠点病院の包括医療の  

的評価および平成20年康の診療医へ の調査により医師の医療におけるカウ  

ンセリングのヰ入評価が明らかになり、  
中機拠点病院におい  カウンセリングの効果評価研究に貢献 した 
て行われるカウンセリ ングの賞を向上させ  
る研究   師・看護I職等対象）へのFGDなどによ り、医療者によるカウンセリングの包括 医療への導入の考え方やアセスメント  

を化し、医こるチ 方法明確粗おけームに  
グ制度を導入する際の課埋解決方策を  

管轄）のカウンセリング制度の導入は、  

た。   明らかにした。   
研究年度内に15カ所から25カ所に増  
えた。   

国連へ報告に朋しては、国際的にみる  
と日本は他の先進韻国に比較して高い  
割合で覇者がなされていることを明らか  
にしたこと、今後の課矧こついても明ら  

UNGASS REPOR かにしたことは国内対策を進める上でも  寛119回エイズ動向委員会く平成21年11  

T等の報告書作成に 必重な什報を収集・  
王束当なし。  月24日）第120【司エイズ動向委員会（平  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

分析する研究   き罷職tま残すものの、h甜dtor●aCh  
成22年2月12日）   

popul故bnのsiヱ00鏡imatoのための薪  
たなアプローチとして適応しうる可能性  
を明らかにしたことは、学術的にも意義  
があった。   

HⅣ感染症患者は健常者と比較すると  医療崩壊などにより診療する医師がい  
この研究班の最大の自的である拠点病  
院均てん化に向けて、各ブロック拠点病  
院が中心となり、ブロック内の中核拠点  
病院・拠点病院に対し、研修会・連携会  

Hr＞感染症の医療体  
鴻を実施した。H21年康における8ブロツ  

制の整備に関する研 究  20  21  エイズ対策 研究  許口 元洋       ク拠点病院にて主催されたHⅣに関する 講濱会ならびに研修会は、全国で1∝個  ンセラーの複数体制の構築、派遣制度  
を超えた。HlV感染患者の少ない拠点痛 院の診療経験の浅い医師・書技師・菜  
創師において研♯の満足度が高く、HⅣ  

診療の底上げが期待できた。  床訊験の実施が適切に逢されるよう、 すべての試験において効果・安全性妻  
■長となり臨床執瞼の補助を行った。   よう厚生労働省・都道府県より再度要請  

行った。   した。   

本研究成果は、サイトカインのHⅣに対  

する粘膜ワクチンアジュパントとしての  
有用性を明らかとするものであり、HⅣ  

HⅣに対する粘膜ワ  根純に向けたワクチン開発に多大に貢  
クテンの最適化に遠  
う安全性・有効性に 優れた粘膜ワクチン  該当無し。   該当無し。   0    0  0  13  8  0  0  0  

工ンザなど未だ世界中で猛威をふるう 新興・再興感染症など致死的感染症に  
アジュバントの開発   対する新たな方法論・基盤技術・医療体  

系を捷供することで、国民の健康と福祉  

に貢献可能と考えられる。   アジュ′くントは、最適な医療体系の檎婆  
に大きく寄与すると期待される。   
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新規作用機序による抗日Ⅳ薬剤の実用  
積蜘3Gタン／くクを用いたinviレ0でのス  

クリーニングの系、あるいはA3GとHⅣ－  

抗ウイルス作用をも  1V拝タンパクをともに発現するような細  

つ宿主防御因子AP  胞系でのスクリーニングの系に関して、  

OBEC3GとHIV－  

特になし   特になし   0  0  0  0  2  0  0  0  0   

および特性の解明  
と、その阻警化合物  
1Vifとの結合領域  

の開発に貢献することができると考えら れる。また、学術論文などで広く公開す  の検索   ることで情報を捷供し将来の薬剤開発  
につなげられると期待される。  用いることにより新規作用機序による坑  

HⅣ薬剤の開発の第一歩を踏み出すこ  
とが可能となる。   

計算機を利用して、陳融合阻書ペプチド  
のスクリーニングを行ったことは、これま  抗インフルエンザ薬の薬剤耐性評価に  

多刑耐性川∨におけ  でに報告例のないことであり、薬剤の榊  崩する研究で毎日新聞に掲載された  
発コストを下Ifることを可能にした点で、  （21年4月7日朝刊）。現在．この研究は  

る将来的な変異・構 造予測と新規抗川∨  
特になし   特になし  HlVにも展開中であり、これをもとに速や  

菜開発   た、変異傾向の解析は、将来の進化予  かな薬剤耐性！平価が可能となれば、将  
来のエイズ治療へ大きく貢献できると考  

ふ  えている。   

究課題であると考えている。   

新規帆発した  
CCR5．CXCR4．CD4．CRMl．CycTITgラツ  

トの解析から、ラットではHIV－1感染の後  
期過程において厳密な檀間／叫アーが  

HlV－1感染のヒトー  
存在しないことがわかった。HⅣ－1侵入  

R8レ0VirdogyとMicrob8SandInf8Ctjorlの  

特になし。   特になし。  英文国際誌に研究成果の一部を発表し  ラット檀Ⅶ′くリアーの 解明  19  21  エイズ対策 研究  張 険噂       過程で働くT細胞の持つ阻書因子を同 定した。同定された阻害園子とT8伽血 のノックダウン／アウトラットを作製し 
、  

た。   

当研究室で開発された  
CCR5．CXCR4．CD4、CRMl．CycTITgラツ  

トと交配することより有感受任HⅣ－1感  

染ラットモデルの檎簗が期待できる。   

C型肝炎ウイルス（HCV）は細胞の脂肪 代謝を大きく変化させることを見いだし  

た。つまりウイルス感染により、細胞内  
の脂肪滴が増加した。この事は感染複  

肝炎ウイルスにより  鮒こより、細胞内で脂肪の蓄積が生じて  

惹起される炎症性拝  肝炎等克服  いる事を示す。さらに、脂肪濾はウイル  HCV感染郷地内での脂肪代謝変化に関  

発車固及びウイルス 増殖に対する人為的  なし  する報告は、新脚各社に取り上げられ  

究   に。 広く紹介された。   
制御による肝炎征圧   

してHCVにの および負に制御する機構の一部を明ら  

かにした。HCV複製を制御する複数の  
宿主因子を明らかにした。また、脂肪組  

織を分化させ肝細胞を得た。   るし、また、HCV感染による脂肪症の予  
附こも寄与すると考えられる。   
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